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心理士は 9 時から 14 時まで保育観察および保育
参加を行い，14 時 30 分から 16 時 30 分まで保育
者全員と共にカンファレンスを行う。
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4．ま  と  め
　本稿の目的は，平成 23 年度から平成 25 年度ま
での 3 年間の活動をふり返り，①第一筆者が特別
支援園内研修に従事した経験からから学んだこと
を整理する，②今後の課題を整理することであっ
た。
　整理するにあたり，これまでの活動をまとめた
紀要論文を読み返し，忘れていた記憶が蘇ってき
た。特別支援園内研修をしている最中に困難を感
じたり，逆に学びや気づきがあったとしても，時
間の経過とともに忘却してしまう。まして，2，3
年前のことであれば，なおさらである。1 年ごと
にその年の活動を紀要論文にまとめる作業は，記
憶の忘却による損失を補う役目を果たしていたこ
とに気がついた。
　年度毎の活動をまとめるようになったきっかけ
は，第一筆者が特別支援園内研修を担当するよう
になった初年度，初めての保育現場での活動に対
して自己効力感の低下を感じていたからであっ
た。前田（1994）は小学校 5 年生を対象に，漢字
の学習を題材として，自己評価することが自己効
力感の上昇につながり，漢字の習得にも効果があ
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ることを明らかにした。また，ただ単に漢字の練
習をしただけでは，自己効力感は変わらず，漢字
の習得にもつながらなかった。前田（1994）を参
考に，第一筆者も自らの自己効力感を上昇させる
ためには，丁寧なふり返りと自己評価が必要であ
り，それが特別支援園内研修の充実にもつながる
と考えた。
　3 年間の特別支援園内研修への従事と紀要論文
の作成によって，特別支援園内研修で自分が役に
立った点が明らかになり，課題を明らかにするこ
とによって目標を持つことができた。その結果，
年度毎に第一筆者の自己効力感は上昇したと自己
評価している。
　紀要論文作成の過程で，A 園の園長および第
一筆者の SV である第二筆者と第三筆者から指導
を受けることができたことも，大きな収穫であっ
た。自分一人では気がつかないことや不足してい
る点を指摘してもらうことができた。今後も特別
支援園内研修を充実させるよう努力を続けると共
に，これまで同様に，自分の活動をふり返り，紀
要論文にまとめていく作業を続けていくつもりで
ある。
（注）　北区では担任保育者の補助として，保育室で子
どもの保育を行う人物を非常勤講師と呼んでい
る。この名称は地域によって異なり，加配教諭，
介助員，補助員などと呼ばれている。
引用文献
ボウルビィ，J.　1991　【新版】母子関係の理論・1　
愛着行動　黒田実郎・大羽蓁・岡田洋子・黒田聖
一訳　岩崎学術出版．
藤枝静暁・森田満理子・新井邦二郎　2011　公立幼稚
園における特別支援園内研修の実践記録　川口短
大紀要，25，165-174．
藤枝静暁・森田満理子・新井邦二郎　2012　公立幼稚
園における特別支援園内研修の実践記録（	2	）　
川口短大紀要，26，167-177．
藤枝静暁・森田満理子・新井邦二郎　2013　公立幼稚
園における特別支援園内研修の実践記録（	3	）　
川口短大紀要，27，223-232．
金谷京子　2013　保育に生かす保育巡回相談　日本教
育心理学会第 55 回総会発表論文集，S160．
倉住友恵・桜井茂男　2013　児童期前期の授業態度お
よび学業遂行を促進する要因の検討―幼児期の
自己制御機能と知的好奇心に着目して―　日本
教育心理学会第 55 回総会発表論文集，p.	24．
前田基成　1994　自己評価による自己効力感の変容が
児童の漢字学習に及ぼす効果　上田女子短期大学
児童文化研究所所報第 16 号　81-92．
森田満理子　2011　第 4 章幼児期　藤枝静暁・安齊順
子（編）保育者のたまごのための発達心理学　北
樹出版　61-114．
中台佐喜子・金山元春　2004　母親の養育態度が幼児
の社会的スキルに及ぼす影響　家庭教育研究所紀
要第 26 号　61-66．
中台佐喜子・金山元春・前田健一　2004　母親の養育
態度が幼児の問題行動に及ぼす影響―養育態度
→過程における問題行動→園における問題行動と
いうプロセスの検討―　広島大学心理学研究第
4 号　151-157．
岡田洋子　2001　発達臨床心理学の視点からみたしつ
け― 子どもの問題から考える　精神療法　27　
234-239．
